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る。同様に、健全なマ―ケティング・システムを促進し、発展させるためには、適切なマ ―ケティ
ング理論を持つことが必要である。
4. より適切なマーケティング理論を構築できるとい うこ とは、何故実現可能なのか。
マーケティング科学の研究は、新らしい科学的領域を早急に開拓しようとい う自己を意識した
企てである。他の科学は自からの存在に見出した文化的・知的・技術的環境の中で芽生えたもの
であり、次第に発展してきた。これらの3 つの要因は、現在マーケティング科学が意識的に発展
さぜることができる状態にあるということである。文化はマーケティング科学の発展にとって最
も強力で可能性のある動機づけを提供している。その要求は大きく、年々高ま りつつある。知的
な雰囲気は、その時々の科学の基本原理の状態に反映されるように、どんな科学でもその理論構
成と必要条件について詳細に理解できるものを十分に提供する。それはその自然的発展を期待し
て待つよりも、むしろそれを企画することができるからである。技術的環境は豊富で刺激的であ
る。長い間科学の形式主義に合わないと考えられてきた多くの人間行動の領域は、過去40年間に
この方向で目ざましい進歩を遂げてきた。社会学、文化人類学、政治学などははっきりとした若
干の例である。意思決定の科学の一部としてのOR の出現は、分析科学の技術と方法がマーケティ
ングに見出されるものと同様に、難かしい、複雑な、そして重要な問題に応用できるという見解を
も支持している。 丿
そこには他の学問領域から借用しているものに関連した多くの問題があるが、これについての詳
細な検討は機会を改めて述べることにして、これらの借用している材料は次の3 に分類される。第1
は、ある特殊なマーケティング問題の解決に経済学、会計学、法律学、あるいは社会学などの特
定の測定、データ、および調査結果が利用されているという借用内容である。この種の借用の妥当
性は、主として一方の学問領域を他方の学問領域から分離する境界を越えた効率的な意思疎通に依
存している。そこには利用にかかおる問題はほとんどない。第2 の種類の借用は技術と方法に関す
るものであり、マーケティングの分析者に対して非常に重大な問題を提起する。統計学や心理学固
有の技術や方法の基礎になっている論理的・形式的な理論構成は、その技法がマーケティング分析
の用具として機能するように修正される以前に、十分に理解されなければならない。この場合には、
借用というよりも応用に近いことになる。第3 の種類の借用材料には他の学問領域の理論や概念が
含まれる。この種の借用はよくても危険であり、悪くいえば窃盗になる。ある1 つの学問領域では
完全に適切な理論構成になっていても、それを他の学問領域に直接適用できないことが多い。言語
の意味の類似は、しばしばその学問領域固有のものだと誤解されることがある。例えば、商業学や
経営学、社会科学や行動科学などのようなマーケティングと最も密接な関連をもった多くの領域で
154
は、それぞれ固有の包括的で適切な理論や概念はない。したがって、マーケテ-iングは完全に材料
の借り手になると共に、他の学問領域のあるものにとっては実り多い理論的思考の源泉になるだろ
う。 以下、次号へ(1995
年12月18日受理)
